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1 会社概要

秋本　恭一

JISQ9100：2016
航空・宇宙防衛関連企業による顧客認定

アルマイト・硬質アルマイト

化成被膜処理（6価・3価・ノンクロム）

硬質クロム・黒クロム

無電解ニッケル・ステンレス鋼への不動態化
詳細

対象事業所 本社工場/990㎡

外部認証

34名（2023年1月時点）

表面処理（アルマイト・化成処理・めっき処理）

住所

設立

資本金

代表取締役

従業員数

事業内容

会社名 電化皮膜工業株式会社

東京都大田区矢口3‐5‐10

1973年1月1日（創業1947年）

11,000千円
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2 環境方針

3 活動の実施体制

21世紀を迎え　地球環境を守るための継続的カイゼン活動は、電化皮膜工業株式会社に課
せられた持続的な社会使命と認識しています。
企業活動において　環境および安全関連の法規制等を遵守すると共に　資源を追及する企業
として　環境保全のための新技術を開発運用し　優しく安全な処理を目指した専門企業に
徹する事を宣言します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　【基本方針】
①環境汚染に関する法令、条例等を最低限の遵守事項と認識し、環境保全に努めます。
②排水処理施設および監視装置の維持管理を徹底し、異常事態の発生を予防します。
③ＲｏＨＳ指令に対応した製品含有化学物質の管理をします
④化学物質管理システムに基づく、化学物質の適正管理をします。
⑤グリーン購入につとめます。
⑥環境目標を設定し、それに沿って省資源、省エネルギーを推進し、廃棄物の削減に努めま
す。
⑦地域社会、行政機関、鍍金組合等の環境施策に積極的に協力します。
⑧研究機関の協力を得て、環境保全のための新技術の開発、運用に努めます。
⑨良き企業人として　職場、地域、家庭での環境保全活動を定着させる為
社員教育　啓蒙活動を積極的に行い、関連情報を公表します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2019年１月1日　　電化皮膜工業株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　秋本恭一

1）社長
環境マネジメントシステムの最高責任者として環境マネジメントを統括する。
① 環境方針を定める。
② 環境マネジメントを実施するための活動を管理し、実行し、検証する全ての人々の役割、
責任および権限を本項で明確にし、朝礼などの場で周知する。
③ 必要な資源（人、設備、費用等）を用意する。
④ EA21EMS全体を構築及び運用に責任を持つ環境管理責任者を任命する。
⑤ 環境経営マニュアルを承認する。
⑥ 環境目標及び環境活動計画を承認する。
⑦ EA21EMS全体の評価と見直しを実施する。
⑧ 経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。

2）環境管理責任者
環境管理責任者は、他の責任と係わりなく、以下の役割、責任及び権限を持つ。
① EA21EMSガイドラインの要求事項を満たす環境管理システム(環境マネジメントシステム)を
構築し、運用する。
② 環境活動の取組み結果をまとめ、社長に報告する。
③ 環境マニュアルを起案する。
④ 環境方針に沿って、環境目標及び環境活動計画を策定する。
⑤ 法的及びその他の要求事項を特定し、周知徹底する。
⑥ 環境マネジメントに関する意識啓発、教育訓練を推進する。
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3）マネージャー
① 環境目標及び環境活動計画を立案する。
② 環境マネジメント活動を統括指揮し、当該環境情報に関する不適合の是正、予防処置の
責任を有する。
③ 目標達成状況をチェックし、環境管理責任者に報告する。
④ 環境マネジメントに関する教育を計画し、実施する。
⑤ 環境マネジメントシステムに関する取引先、又は業務委託先への協力を要請する。
⑥ 環境文書、環境記録の管理をする。
⑦ 環境活動計画に基づき自プロセスの改善を積極的に推進する。

4）各従業員
① 環境目標、環境活動計画を実施する。
② 環境に関し責任のあるやり方で業務を実施する。
③ 問題がある場合のプロセス責任者へ報告する。

5)  環境管理事務局
環境マネジメント推進事務局として、各部・課の環境マネジメント活動を支援し、環境管理責任
者を補佐する。
① 各プロセスが行う負荷チェック、取組みチェック、把握評価に基づいて全体まとめを
行う。重点環境管理項目、環境目標、環境活動計画、環境目標実積の全体まとめ。
② 環境関連法規等に係わる業務の取りまとめ。
③ 全社の環境教育計画を立案する。

環境管理責任者 社長

監査部門
監査マネージャー

専務 品証部門
品証マネージャー

工場長
営業部門

営業マネージャー

化工部門　1
ラインマネージャー

化工部門　２

ラインマネージャー

陽極酸化・化成 検査・梱包 めっき・検査
営業・業務
（購買）
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4 2022年度環境目標と実績

5 主な環境活動計画・取組内容、その結果と評価

* 売上比　100万円当たりの使用量
旧式電灯のLED化

省エネルギー対応のエアコンの導入

* 売上比　100万円当たりの使用量
めっき液浴温管理の徹底

* 売上比　100万円当たりの使用量
効率的なルート配送の見直し
急発進、急ブレーキの低減による効率運転
の徹底

＊灯油　1,018㎏-CO2含む

電力（kWh)

目標
実績

対売上比

2020年 2021年 2022年
369,021
338,049

670kwh

ガス（㎥）

376,514
327,678
769kwh

372,749
323,745

670kwh

不要な電灯のこまめな消灯

単位

m3

kg-CO2

達成率 2023年目標

25,936

56,022

97%

97%

③都市ガス

係数2.16

項目

年間使用量

CO2排出量

目標

26,198

56,588

実績

26,903

58,110

実績

12,736

29,548

2023年目標

17,111

39,698

達成率

136%

136%

単位

L

kg-CO2

②ガソリン

目標

369,021

140,966

項目

年間使用量

CO2排出量

係数2.32

項目

年間使用量

CO2排出量

目標

17,284

40,099

実績

338,049

129,135係数0.382

①電力

217,811㎏-CO2

達成率

109%

109%

2023年目標

365,331

139,557

単位

kWh

kg-CO2

237,653㎏-CO2
CO2総排出量

目標値

実績 25,397 27,539 26,903
対売上比 60㎥ 57㎥ 53㎥

2021年 2022年
目標 26,730 26,463 26,198

2020年

目標 17,635 17,459 17,284
実績 14,246 13,602 12,736

ガソリン（L)
2020年 2021年 2022年

対売上比 33L 28L 25L

実績値

0

100,000

200,000

300,000

400,000

2020年 2021年 2023年

電力（kWh)

目標 実績

0

10,000

20,000

30,000

2020年 2021年 2022年

ガス㎥
目標 実績

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2020年 2021年 2022年

ガソリンL

目標 実績
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* 売上比　100万円当たりの使用量
省エネルギー対応のエアコンの導入による
購入量の削減

* 売上比　100万円当たりの使用量
通いトレーの推進によるごみの削減
分別の徹底

増加の要因：売上増加に伴う製品支給時の
梱包資材の増加。（新聞紙、ｴｱｷｬｯﾌﾟ等）

* 売上比　100万円当たりの使用量
めっき液槽の濃度管理徹底による薬品使用量の
削減

増加の要因：規制物質除去方法の変更に
伴うスラッジの増加。

* 売上比　100万円当たりの使用量
めっき液槽の濃度管理徹底による薬品使用量の
削減

増加の要因：社内排水設備での中和処理を
止め、外部委託へ変更したため

* 売上比　100万円当たりの使用量
処理槽への貯水ブザーの設置による止め忘れ
防止
各工程における液切れの徹底

2020年 2021年 2022年
一般廃棄物（㎏）

灯油（L)
2020年 2021年 2022年

目標 250 247 244
実績 191 158 409

対売上比 0.47L

2022年

実績 46,930 58,840 88,970
対売上比 110㎏ 121㎏ 162㎏

対売上比 17㎏ 27㎏ 39㎏

実績 6,897 8,215 8,446
対売上比 16㎥

8.4㎏

17㎥ 17㎥

排水（㎥）
2020年

4,259
対売上比 9.5㎏ 8.7㎏

2021年

0.3L 0.8L

特別管理（㎏）
2020年 2021年 2022年

実績 7,423 12,963 19,484

汚泥（㎏）
2020年 2021年 2022年

実績 4,089 4,209

4,089

4,209

4,259

4,000

4,050

4,100

4,150

4,200

4,250

4,300

2020年 2021年 2022年

一般廃棄物㎏

46,930
58,884

82,110

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

2020年 2021年 2022年

汚泥㎏

6,897
8,215 8,446

0

2,000

4,000
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10,000
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排水㎥

0
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2020年 2021年 2022年

灯油L
目標 実績

7,423

12,963

19,484

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

2020年 2021年 2022年

特別管理㎏
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6 2022年目標値　1％減

二酸化炭素削減に直接寄与する、電力、ガス、ガソリンの3要素については使用量としての
絶対値を開示することで、省エネルギー意識を各自が意識できるよう採用。

表面処理という特殊な経営環境に関連する特別管理（薬品等）、汚泥、排水等は売上や生産量に
比例して量が増えることから、作業者が前年度と比較しやすいよう100万当たりの排出量を採用。

次年度の活動項目
下水道局指導による排水物質の管理及び削減方法の導入。
環境配慮製品の検討 chemSHERPA　バージョンアップへの対応
未使用薬品の廃棄
製品含有化学物質使用禁止物質の不使用の徹底
材料等の購入に当たり、環境負荷物質含有調査表を作成し、顧客要求の使用禁止物質の
不使用の確認をする。その証拠資料の保管　*SDS *ミルシート(材料証明書)　*chemSHERPAデータ等
事務棟屋根の遮熱塗装実施による空調関連エネルギーの削減

15.8 15.5 15.4 15.2 15.1

2022実績 2023年 2024年 2025年 2026年

176 105 104 103 102

2022実績 2023年 2024年 2025年 2026年

＊chemSHERPAとは、製品に含有される化学物質情報を川上企業から川下企業までサプライチェー
ン全体で適正に運用するため、経済産業省主導で2015年10月にリリースされたデータ作成支援ツー
ルの　名称です。

㎥

100万当たり

特別管理
100万当たり 2022実績 2023年 2024年 2025年 2026年

㎏ 39.0 38.6 38.2 37.8 37.5

中期環境経営計画及び次年度活動項目

CO2排出量
（kg-CO2)

取組項目

電力

都市ガス

ガソリン

二酸化炭素 237,653 235,276 232,923

16,940

40,099 39,698 39,301

2024年単位

kWh

2022年目標 2023年

230,594 228,288

369,021

140,966

365,331 361,678 358,061 354,480

139,556 138,161 136,779 135,411

26,198 25,677 25,677 25,420 25,166

56,588 56,022 55,462 54,907 54,358

17,284 17,111

kg-CO2

m3

kg-CO2

kg-CO2

L

2025年 2026年

16,771 16,603

38,908 38,519

一般廃棄物
100万当たり 2022実績 2023年 2024年 2025年 2026年

㎏ 8.4 9.2 9.1 9.0 8.9

汚泥
100万当たり

㎏

排水
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7 環境関連法規の遵守状況確認及び評価の結果

8 代表者による全体の評価

その他　　次回の環境活動レポートは2024年3月とする。

毒物及び劇物取締り法
業務上取り扱い者
盗難防止の措置及び表示

東京都環境確保条例･PRTR法

公害防止管理者の選任及び届出化学物質の
適正管理
使用量等の報告　年間扱量100kg以上
化学物質管理報告書の提出

＊環境関連法規への違反及び苦情はなし。また、関係当局からの違反の指摘はありません。

主な関連法規 該当する活動・遵守すべき内容
廃棄物の処理及び清掃に関する法律

(東京都環境確保条例)

一般廃棄物の搬出；委託の基準
産業廃棄物の排出：保管の基準
委託の基準・マニフェストの管理
廃棄物の適正管理：
年間報告書6月30日迄に前年度分報告

下水道法・下水道条例
特定施設　（酸・アルカリによる表面処理施設・
電気めっき施設）事故時の処置
排水処理維持管理規定

フロン排出抑制法
使用時におけるフロン類の漏えい防止

7.5kWh以上　冷蔵冷凍機　第1種特定製品
簡易点検・定期点検・整備の記録作成・保存

　次年度に向けての指示としては、JISQ9100（航空・宇宙・防衛規格）で掲げている社外不具合目標の達
成と工程内での不具合を低減することで、二酸化炭素の排出削減を目指す。

 電気、ガス、ガソリン及び化学薬品の購入価格が高騰。更に排水基準順守のための対策に伴い産廃処
理量が増えたことによる費用も上昇し2022年度は厳しい環境となった。
　環境活動の指標を電力、ガス、廃棄物、排水などの使用量と購入金額を現場にオープンにすることで
コスト意識を全員で共有しエネルギー削減へより一層取り組むことを期待します。
　コロナ禍対策として多能工化を推進した結果、1級技能士1名、2級技能士1名、毒劇物取扱者1名、特定
管理産業廃棄物管理責任者2名、乾燥設備作業主任者1名が資格取得した。更に、液分析官2名を育成。
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